
　現在、水田の転作率は40%近くとなり、水稲とダイズなどの畑作物を交互に作付けす
る田畑輪換が必要不可欠となっています。水田からは温室効果ガスであるメタンが放
出されますが、水田を畑に転換するとメタンの放出は大きく削減されます。排水対策
のしっかりした転換畑ではダイズの収量は上がりますが、水稲－ダイズの田畑輪換を
繰り返していると地力が消耗し、今度はダイズの収量が下がってきます。地力を向上
させるには堆肥などの有機物の施用が必要ですが、やり方によっては水田からのメタ
ン放出が増えたり、水稲の生育に悪影響が出たりといった問題が生じます。
　このように、複雑に関係している田畑輪換の作物生産と環境負荷の関わりを物質収
支の観点から解析し、様々な栽培技術をどう組み合わせたらよいかを本研究では考え
ていきます。現在は以下のトピックを中心に、秋田県内の田畑輪換圃場を主な対象と
して、土壌を介した物質循環（養水分の移動・溶脱、特に温室効果ガス放出）のモニ
タリング及び作物生産との関係解析を進めています。

1) 灰色低地土田畑輪換圃場における窒素収支の評価
　近年、田畑輪換を長期に繰り返した水田転換畑において、土壌窒素肥沃度の低下に
伴うダイズ生産力の低下が指摘されている。転換畑の土壌窒素肥沃度保全には、圃場
への積極的な有機物施用が求められるが、その投入量を策定するにあたっては、詳細
な圃場窒素収支を把握して検討する必要がある。本研究では、秋田県の主要な水田土
壌である灰色低地土の田畑輪換圃場の窒素収支を明らかにすることを目的として、秋
田県農試の有機物施用来歴の異なるライシメータ圃場においてモニタリングを継続し
ている。これまでの測定により、転換畑でのダイズ栽培に伴う窒素の損失を定量的に
示すとともに、前作水田への堆肥施用によるダイズの増収及び備窒素損失の緩和効果
を明らかにした。現在は、田畑端輪換体系全体を通じた総合的な評価を行うため、水
田復田後のモニタリングを進めている。

2) 緑肥作物の導入及び耕起法の変更が転換ダイズ畑の温室効果ガス収支に及ぼす影響
　秋田県大潟村の重粘土圃場では、水田転換ダイズ畑の前作として緑肥植物ヘアリー
ベッチ（HV）の導入が進んでいる。HV植栽は後作ダイズを増収させる一方、圃場への
過剰な窒素付加は環境負荷を増大させる懸念がある。本研究では、HV鋤込みに伴い亜
酸化窒素放出は増加するものの、炭素蓄積増加により、温室効果ガス放出が抑制され
る可能性を示した。現在は、HV-ダイズ栽培体系へのダイズ不耕起播種導入による亜酸
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期待される成果・波及効果

　本研究では、有機物を積極的に活用して作物生産力・土壌肥沃度を維持しつつ、環
境負荷を抑制する田畑輪換栽培体系・土壌管理技術が明らかになると期待される。ま
た、秋田県の低地土田畑輪換圃場で実施する本研究により得られる知見は、北日本の
日本海側に広がる低地土壌の水田地帯に適応可能と考えられ、その波及効果は大き
い。
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・「作物生産と環境保全の両立」を目的とし、物質循環測定の手法を土壌肥沃度およ
び作物生育の解析に適用する点。

・同一圃場での長期モニタリングにより、水稲-ダイズの田畑端輪換体系全体を通じた
作物生産･土壌肥沃度・環境負荷を総合的に評価する点。
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